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セカンダリストレージから保護されたバックアップ
をリストアする

保護されているバックアップはセカンダリストレージからリストアできます。ただし、
プライマリストレージにバックアップが存在する場合、セカンダリストレージからバッ
クアップをリストアすることはできません。

保護されたバックアップのリストアの概要

セカンダリストレージからプライマリストレージにバックアップデータをリストアする
際に使用するリストア方式を選択できます。

次の表に、セカンダリストレージからバックアップをリストアする際に使用できるさまざまなシナリオと方法
を示します。

リストア先 説明

プライマリストレージに
直接バックアップします

データの保護に使用したネットワーク経由で、セカンダリストレージシステムか
らプライマリストレージシステム上の元の場所に直接データを返します。

SnapManager では、可能なかぎり直接ストレージ方式を使用します。この方法
は、データが Storage Area Network （ SAN ；ストレージエリアネットワーク）
上のファイルシステムにある場合、および次のいずれかの条件に該当する場合は
実行できません。

• 他のデータベース以外のファイルは、同じファイルシステムにリストアされ
ません。

• リストア対象のファイルシステム内の制御ファイルとデータファイルの
Snapshot コピーは、別のタイミングで作成されています。

• LUN はボリュームグループに含まれていますが、同じボリュームグループ内
の他の LUN はリストアされていません。

ホストに直接接続します セカンダリストレージシステム上のデータをクローニングして、ホストにクロー
ンデータをマウントします。データがクローニングされてマウントされると、
SnapManager によって元の場所にコピーされます。
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リストア先 説明

ストレージまたはホスト
に間接的に接続します

データの保護とホストへの新しいストレージのマウントに使用したネットワーク
を介して、セカンダリストレージシステムからプライマリシステム上の新しい場
所にデータを返します。データが返されてマウントされると、 SnapManager は
元の場所にデータをコピーします。間接ストレージを使用する場合、データを取
得するのに時間がかかることがあります。

SnapManager では、まずプライマリホスト上のスクラッチボリュームにデータ
をコピーし、次に SnapManager でデータベースのリストアとリカバリを実行し
ます。スクラッチデータが自動的に削除されるかどうかは、使用するプロトコル
によって異なります。

• SAN の場合、 SnapManager は返されたデータを削除します。

• Network-Attached Storage （ NAS ；ネットワーク接続型ストレージ）の場
合、 SnapManager は返された qtree の内容を削除しますが、 qtree 自体は削
除しません。qtree を削除するには、 UNIX の rmdir コマンドを使用して、ス
クラッチ・ボリュームをマウントし、 qtree を削除します。

データをストレージに直接戻すことができない場合、 SnapManager はデータをホストに直接返すことも、ス
トレージまたはホストに間接的に返すこともできます。方法は、組織がセカンダリストレージへの直接接続を
許可するか、ストレージネットワーク経由でデータをコピーする必要があるかを制御するポリシーによって異
なります。このポリシーを管理するには、SMSAP_CONFIGファイルに設定情報を設定します。

セカンダリストレージからバックアップをリストアする

保護されたバックアップをセカンダリストレージからリストアして、データをプライマ
リストレージにコピーする方法を選択できます。

• このタスクについて *

「backup restore」コマンドに「-from-ssecondary」オプションを指定すると、セカンダリ・ストレージから
データをリストアできます。from -ssecondaryオプションを指定しない場合、SnapManager はプライマリ・
ストレージ上のSnapshotコピーからデータをリストアします。

プライマリ・ストレージにバックアップが存在する場合’セカンダリ・ストレージからのバックアップをリス
トアする前に’プライマリ・バックアップを解放する必要があります一時ボリュームを使用する場合は'-dtemp-

volume’オプションを使用してボリュームを指定する必要があります

--from-secondaryオプションを指定する場合は、必ず-copy-idオプションを指定する必要があります。セカン
ダリ・ストレージ・システムに複数のバックアップが存在する場合は'-copy-idオプションを使用して’リストア
処理に使用するセカンダリ・ストレージ上のバックアップ・コピーを指定します

Data ONTAP 7-Modeを使用している場合は、「-copy-id」オプションに有効な値を指定する必
要があります。ただし、clustered Data ONTAP を使用している場合、-copy-id`オプションは不
要です。

SnapManager は、セカンダリストレージからデータをリストアする際、最初に（ホストを介さずに）セカン
ダリストレージシステムからプライマリストレージシステムへの直接データのリストアを試みま
す。SnapManager がこのタイプのリストアを実行できない場合（ファイルがファイルシステムの一部でない
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場合など）、 SnapManager はホスト側のファイルコピーのリストアにフォールバックしま
す。SnapManager では、ホスト側のファイルコピーのリストアをセカンダリストレージから実行する方法が
2 つあります。SnapManager で選択される方法は’SMSAP_CONFIG’ファイルで設定されています

• 「restore.secondaryAccessPolicy=* direct *」の場合、SnapManager はセカンダリ・ストレージ上のデー
タのクローンを作成し、複製されたデータをセカンダリ・ストレージ・システムからホストにマウント
し、クローンからアクティブな環境にデータをコピーします。

これはデフォルトのセカンダリアクセスポリシーです。

• 「restore.secondaryAccessPolicy=* Indirect *」の場合、SnapManager は最初にプライマリ・ストレージ
上の一時ボリュームにデータをコピーし、一時ボリュームからホストにデータをマウントしてから、一時
ボリュームからアクティブな環境にデータをコピーします。

このポリシーは、ホストがセカンダリストレージシステムに直接アクセスできない場合にのみ使用してく
ださい。間接方式を使用したリストアでは、データのコピーが 2 つ作成されるため、直接方式の場合は 2

倍の時間がかかります。

ステップ

1. 次のいずれかを実行します。

状況 作業

選択したバックアップが
プライマリストレージに
存在する場合は、データ
ベース全体をリストアし
ます

次のコマンドを入力します。

'SMSAP backup restore -profile profile_name _ label_label-complete

-recover-alllogs [-copy-id_id_]`

選択したバックアップが
プライマリストレージに
存在しない場合は、デー
タベース全体をリストア
します

次のコマンドを入力します。'SMSAP backup restore -profile

profile_name_-label_-complete-recover-alllogs-from-secondary [-temp-

volume_<temp_volume>_][-copy-id_id_]`

例

次のコマンドは、保護されているバックアップをセカンダリストレージシステムからリストアします。

smsap backup restore -profile PAYDB -label daily_monday -complete

-recover alllogs -from-secondary -copy-id 3042 -temp-volume

smsap_scratch_restore_volume

Operation Id [8abc011215d385920115d38599470001] succeeded.

3



著作権に関する情報

Copyright © 2023 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。
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